
2.11物 理伯勺配 達サ ー ビス

物理 的配達サー ビスは、MHSと 既存の郵便サ ー ビスの よ うな システムとを相 互に接続す

るためのサー ビスであ る。

MHSか ら他 の物 理サー ビス利用者へ発信 された メ ッセ ー ジは物理的配達 システ ム(PD

S)へ のアクセス部(PDAU)を 経由 して例えば郵便の よ うな形 で受信者へ配達 され る。

また配達 した結果 は物 理的配達 システ ムか らMHSへ 通知 され る。

物理的配達 システ ムか らMHSへ の メ ッセ ー ジの発信 は規定 されて いない。

参考:な お物理 的配達サー ビスはINTAPで は規定範 囲外 とな っている。

発信UA MTA PDAU

(物理 的配達 システム)

PDS

発信者

日[卍 メ ッセ 〒 ジ

購
・
大

口

通知

図2.11-1物 理 的 配 達 サ ー ビス
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2.12メ ッセ ー ジ格 納(MS)サ ー ビス

メ ッセ ージ格 納(MS)は 、MHSに おいて メール ボ ックス機能を実現す る。MSはMS

利用者 に一対一 に対応 してお り、主に検索機能を利用者 に提供す る。

・届 いた メ ッセ ージを蓄積 し、検索機能 を提供す る。(「2.12.1」 ～ 「2.12.6」 参照)

MSは 、配信 された メ ッセージを"エ ン トリ"と して"情 報ベ ース(=メ ールボ ック

ス)"に 蓄積す る。MSは また、利用者がエ ン トリを検索 するための機能 を提供 す る。

・間接発信

MSは 、MS利 用者か ら発信 され るメ ッセー ジや打診 を透過的 にMTAに 発信 す る。

MS利 用者 は、MSを 意識す ることな くメ ッセ ー ジ発信、打診発信、遅延配信取 り消

し等を行 うことがで きる。

・自動回送

MSは 、MS利 用者が あ らか じめ登録 した条件 に従 って、 自動回送を行 う。

(「2.12.7」 参照)

UA

(MS利 用者)
検索要求

MS～
//＼'

＼/1 '、
「 、'

、-
.'

',〉 △'
<'"

＼/

配信

MTA

∈

回送
/

発信
〉

≧

検索結果
く

間接発信
〉

情報ベース

1

順序番号 属性 属性 ● ● ● ● 属性

1

エ ン トリ

エ ン トリ

エ ン トリ

順序番号 属性 属性 ● ● ● ● 属性

:

順序番号 属性 属性 ■ ● ● ● 属性

1 ＼

属性型 属性値

属性 は、メ ッセー ジの封筒や内容の情報(例 えば、主題、発信者等)を 表す。

属性型は、それ らの情報の種類を表 し、属性値 は実際の値 を表す。

例:属 性 型 …"配 信優先度"

属性 値 …"緊 急"、"普 通"、"不 急"
MS利 用者 は、検索 条件 と して属性型を指定す ることが で きる。

図2.12-1MSサ ー ビスの概 念 図
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2.12.1計 数

MS利 用者は、計数機能を用いて、指定する検索条件に該当するエ ントリの数を知ること

ができる。

UA(MS利 用者) MS

計数の要求

計数するエ ン トリの検索条件
(検索を行 う情報ベース、属性型等)を 指定

計数の結果

検索条件に合致す るエ ントリの数

2.12.2一 覧

MS利 用者 は、一覧機能 を用 いて、 どのエ ン トリが指定す る検索条件 に該 当す るかを知 る

ことが で きる。 さらに、該 当す るエ ン トリにつ いて必要 な情報(主 題、 発信者 名な ど)を 取

り出す ことがで きる。 ただ し、一 覧機 能で は、内容 や封筒 の全体 を取 り出す ことはで きな

い。(内 容 や封筒 を取 り出すには、後 述の 「取 り出 し」機能 を利用す る。)

UA(MS利 用者) MS

－覧の要求

一覧するエ ントリの検索条件

(検索を行 う情報ベース、属性型等)を 指定
取 り出 したい情報(属 性値)の 属性型を指定

一覧の結果

検索条件 に合致す るエ ン トリの情報
…エ ン トリ順序番号

、属性(属 性型、属性値)
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2.12.3取 り 出 し

MS利 用者 は、取 り出 し機能 を用 いて、指定す る検索条件 に該 当す るエ ン トリ、 またはエ

ン トリ順序番号を指定 したエ ン トリの情報 を得 ることが で きる。本機能 によ りMS利 用者が

取 り出す ことので きる情報 は、内容や封筒である。なお、一 回の取 り出 し要求 によ って得 ら

れ る情報 は一つのエ ン トリの情 報 に限 られ る。

UA(MS利 用者) MS

取 り出しの要求

情報を取り出すエ ントリの検索条件(検 索を行 う情報
ベース、属性型等)ま たはエン トリ順序番号を指定

取 り出したい情報(属 性値)の 属性型を指定

取 り出しの結果

検索条件に合致するエン トリの情報
…エ ントリ順序番号、属性(属 性型、属性値)

検索条件に合致するその他のエン トリの順序番号

2.12.4削 除

MS利 用者 は、削除機能を用いて、指定す る検索条件 に該 当す るエ ン トリを情報ベ ースか

ら削除す ることがで きる。ただ し削除で きるエ ン トリは、それ以前 に メッセー ジの 内容や封

筒が取 り出 されて いる(取 り出 し)も しくはそのエ ン トリに対 して一 覧等 の操作が なされ

て いる ものに限 られ る。

UA(MS利 用者) MS

削除の要求

削除す るエ ン トリの条件(検 索を行 う

情報ベ ース、エ ン トリ順序番号等)を 指 定

削除の結果

削除の結果(成 功/失 敗)を 通知す る
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2.12e5MS登 録

MS利 用者はMS登 録を用いて、一覧 ・取り出 しなどの操作における標準値を設定 したり

資格証明などを変更 したりす ることがで きる。具体的には以下の情報を設定できる。

・自動動作登録 ・登録解除

警報や回送を行うエン トリの条件の登録、変更、登録解除ができる。

・検索要求属性の既定値設定

一覧や取 り出 しを行 う際の検索要求属性の標準値を、MSに 登録することや変更す る

ことができる。

・資格証明変更

パスワー ドなどの認証情報(MS利 用者がMSヘ アクセスをするために必要なパ ラメ

タ)を 変更することができる。

・利用者安全保護ラベル変更

MS利 用者の安全保護情報を変更することがで きる。

UA(MS利 用者) MS

MS登 録の要求の要求

MSへ登録する事項

MS登 録の結果

MS登 録の結果(成 功/失 敗)を 通知する

2.12.6警 報

MS利 用者 は、警報機能 によ り、MSに 新 しいメ ッセー ジが到着 したことを知 ることがで き

る。警報機能 を利用す るた あには、MS利 用者 はMS登 録機能 を用 いて、警報を望む メ ッセ ー ジ

の条件をあ らか じめMSに 登録 してお く必要があ る。警報 はMS利 用者がMSに アクセ ス して い

る間 にのみ行 われる もので あ り、 これ によ ってMS利 用者 はデータの取 り残 しをな くす ことがで

きる。なお、警報機能 を利用 しない場合、MS利 用者 が新 しい メ ッセー ジが到着 して いる ことを

通知 され るの は、次回のMS利 用開始時で ある。

2.12.7自 動 回 送

MSは 、MSに あ らか じめ設定 されて い る条件 に合致す るメ ッセ ー ジがMSに 到着 した場 合、

その メ ッセー ジを 自動 的に回送す る。MSが 回送を行 う条件 は、MS利 用者 がMS登 録 を用 いて

設 定す る。

-124一



2.12.8MS利 用例

ここで は、以 下のエ ン トリを含む情報 ベースを持つMSを 仮定 し、UAか らMSへ の検索

操作 の例を挙げ る。

【情報ベ ース】

エ ン トリ エ ン トリ エ ン トリ

順序番号 種別 状況 配信優先度 発信者 本体部

3 メ ッセ ー ジ 一覧済み 緊急 A EDIFACTデ ー タ

5 メ ッセ ー ジ 一覧済み 不急 B IA5テ キ ス トデ ー タ

8 報告 一覧済み 一 A 一

10 メ ッセ ー ジ 一覧済み 普通 C EDIFACTデ ー タ

15 報告 新規 一 B 一

18 メ ッセ ー ジ 新規 普通 D IA5テ キ ス トデ ー タ

20 メ ッセ ー ジ 新規 緊急 A EDIFACTデ ー タ

22 メ ッセ ー ジ 新規 普通 E EDIFACTデ ー タ

23 メ ッセ ー ジ 新規 普通 F IA5テ キ ス トデ ー タ

【計 数】

UA

〉計数要求 「エ ン トリ状況=新 規」の エ ン トリの数 は?〉

MS

∈ 計 数 結 果 メ ッセ ー ジ:4個 、 報 告:1個 ∈

【一 覧 】

UA

一覧要求
「エ ン トリ状況 一新規 」

「エ ン トリ種別=メ ッセー ジ」

であ るエ ン トリの配信優先度 は何 か?

MS

〉 〉

一覧結果

エ ン トリ順序番号 配信優先度

18
20

22
23

普通
緊急
普通
普通

く く

一125一



【取 り出 し】

UA

取 り出し
要求

エ ン トリ順 序 番 号18の"主 題"、
"発 信 者"

、"本 体"を 要 求 。

取 り出し
結果

発信者

会議開催通知

拝啓 平素は格別のご愛顧を
賜 り、厚 くお礼を申し上げま

す。次回計画会議を …

MS

【削除】

UA

削除
要求

「エ ン トリ状況=一 覧済み」の

エ ン トリを削除 しなさい。

MS

〉 〉

削除結果 正常/異 常∈ く

【MS登 録 】

UA

MS登 録

要求

旧パ ス ワー ド× × × ×を

新 パ ス ワー ド× × × ×に変 更 しな さ い
MS

〉 〉

く MS登 録結果 正常/異 常 く
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付 録A. 1992年 版MHSの 追加規定

Pediの 基 となった1988年 版MHS勧 告 は、その後 も機能拡張が行 われ、1992年 に

ITU-T勧 告 として出版 された。 同様 の機能拡張 は、ISO10021に 対 して も適宜実施

されて い く。 ここで は、1992年 版MHSに 追加 された事項の中か ら、次 の5点 にっ いて紹介

す る。

① ファイル転送

② 音声 メ ッセー ジ通信

③ メ ッセー ジごと通知種別

④ メ ッセー ジあて先変更

⑤0/Rア ドレスの視覚化

A.1 フ ァイル転送機能

(1)概 要

MHSを 利 用 して フ ァイル転送 を行 うための規定が追加 された。具体的 には、)(.420に 規定

され る本体 部(Bodypart)の 一種 と して、 ファイル転送用 の本体部種別が定義 された もので あ

る。

ファイル転送本体部種別 は、 ファイルの内容 および属性 を運ぶ ために用 い、ISO8571-2(FTA

M)で 定義 されてい るフ ァイルモデルに基づ く引数(パ ラメタ)と データ構 造を もっ。MHSの

規定 では,FTAMで 規定 されてい る文 書型の うち、次の3つ の型 を本体部種別 として使用す る こ

とがで きる。

①
②
③

非 構 造 テ キ ス トフ ァイル(FTAM-1)

非構 造 バ イ ナ リフ ァイル(FTAM-3)

連 続 バ イ ナ リフ ァイル(FTAM-4)

日田

発信UA 発信MTA受 信MTA 受信UA

封筒 内容

見 出 し 本体

ファイル転送本体部

ファイル転 送 データ

田β

注)*1:符 号 化 情 報 種 別 は、 オ ブ ジ ェ ク ト識 別 子(id-eit-file-transfer)

を指 定 す る。

付 図A.1-1MHSを 利 用 した フ ァイル転 送 サ ー ビス
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(2)フ ァイル転送本体部 の構成

付表A.1-1フ ァイル転送本体部 の要 素

パ ラメタ 概要

ファイル転送パ ラメタ群 転送す るファイル に関す る種 々の属性。
FileTransferParameters

関連格納済み フ ァイル 本体 部の ファイルと受信 者が保 持 しているファイル との関係 を表
related-storedfile す。 格納 済 ファイルは、 フ ァイル名 または以前に送信 されたMH

Sメ ッセー ジへ の参照 のいずれかで識別 され る。

内容種別 ファイル内容 の抽象 デー タ型 と構造情報(オ ブジェクト識別子 で指定 す

COntentS-type る)。

省 略 時 値 は,FT姐 一3(非 構 造 バイナリ)で あ る。

環境 この フ ァイ ル を作 成 した 環 境(マ シ ン、OS、 ア プ リケ ー シ ョ ン

enVirOnment な ど)。

圧縮 フ ァイルが圧縮モー ドで転送 され る場合の圧縮方式。

compression

ファイル属性群 下記の任意選択のファイル属性を組み合わ した値を設定する。
file-attributes (但 し、受信者の動作を保障す る もので はない。)

'フ
ァイル名、許可動作、格納域課金、生成 日時、'

最終変更 日時、最終読 出 し日時 、生成者識別、 アクセ ス制御
法的資格、最終変更者識別、最終読出し者識別、

、フ ァイル サ イ ズ 、 上 限 フ ァイル サ イ ズ、私 用 、 拡 張 属 性.

注)上 記 属 性 は、FT姐(ISO8571-2)と 技 術 的 に同 等 で あ る。

拡張群 上記のパ ラメタ以外 に新 たなパ ラメタを定義す るための フィール

extensions ド。

フ ァイル転送デ ータ 転送す る情報。

FileTransferData

A.2音 声 メ ッセ ー ジ通 信

(1)概 要

フ ァイル転送 と同様 に、MHSを 利用 した音声 メ ッセー ジの発信、転送、配信 および受信を

実現す る規定が追加 された。 この音声 メ ッセ ー ジ通信の標 準化 において は、 ファイル転送の場

合 と異な り、音声 メ ッセ ージを運ぶ本体部種別 の規定の ほか に、既存の音声 メール システ ムと

のイ ンタフェースの規定、利用者 間での受信通知 な どのため に、音声 メ ッセ ージ通信 システム

として一 つの勧告が作成 された(①X.420に 本体 部種別の追加。②X.440(音 声 メ ッセ ー ジ通

信 システム)の 勧告化)。

(2)音 声メ ッセー ジ通信 システム

音声メ ッセー ジ通信 システムは、Pediと 同様 の手法で、音声 メ ッセー ジ通信環境(VMGE)を 定

義 し、MHS上 で音声 メ ッセー ジを交換 す るための規定を行 った ものである(付 図A.2-1)。 ま

た、MHSを 使用 して転送す る情報 の形式 として、音声 メ ッセ ージおよび受信結果通知を規定 し
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てい る。 さ らに、音 声 メ ッセ ージをサ ポー トす るMSの 機能および属性定義 を追加 した。

【凡 例 】

VMGE:音 声 メヲセージ通 信 環 境

MS:メ ヲセージ格 納

UA:利 用者 機 能体

MTS:Jvセ ージ転 送 システム

USER:利 用 者

TSAU:電 話サービスアクセス単 位

付 図A.2-1音 声 メ ッセ ー ジ通 信 環 境

草
発信UA 発信MTA受 信MTA受 信UA

共通
パ ラメタ

口β

付 図A.2-2音 声 メ ッセ ー ジの 転 送 例

(3)本 体部種別の概 要

音声 メ ッセ ージ通信 で使用 す る音声 メ ッセ ージ(VoiceMessage:VM)は 、勧告(}.721(32KAD

PCM)等 に規定 され る符号 化方式 によ る音声情報、および音声 に伴 う図形や説明文等 の関連情報

とか らなる(付 表A.2-1)。 具体 的には、音声情報を格納す る主本体部(付 表A.2-1※1の

部分)と 関連情報を格納 す る他本体部(付 表A.2-1※2の 部分)か ら構成 され る。
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付 表A.2-1音 声 メ ッセ ー ジの構 成

パ ラメタ 概要

見 出 し

heading

IPM(個 人間 メ ッセー ジ)で 定義 されて いる見出 しを一

部追加 ・変更 した もの(注1)

本 体

body
音声 メ ッセ ージ等を含 め る本体部

主 本 体 部

primary-body-part(※1)

送信 す る音 声 メ ッセー ジを含め る本体部。

(注2)

本 体部

VBodyPart

音声 メ ッセ ージ本体部。

音 声 パ ラ メ タ

VoiceParameters

音声 データに関す る各種の情報。

voice-message-duration

音 声 メ ッ セ ー ジ 持 続 時 間

再生時の所要時間(秒 単位)。

voice-encoding-type

音 声 符 号 化 種 別

音声データの音声符号化方式 を示すオ ブ ジェク ト識別子。

other-parameters

補 足 情 報

補足情報(音 声データの処理に必要な付加情報)。

extension-parameters

拡 張 パ ラ メ タ 群

音声 データの処理 に必要な拡張情 報。

VoiceData

音 声 デ ー タ

音声符号化種別の値によって示 される方式でデジタル符
号化された音声。

他 本 体 部

additional-body-part(※2)

音 声以外 の付加的 な情報を添付す る場合 に使用す る。

(X.420で 規定 され る本体部)

注1:例 を以下に示す。

変更の例:標 題⇒音声 が格納可 能 な標題 に変更

追加の例:音 声符号化 種別(音 声 データの符号化方式、32KADPCM等)

音声メ ッセー ジ作 成 日時

注2:主 本体部 の内容 と しては、 ここに示 した音声 メ ッセー ジ本体部 の他 に回送音声 メ ッセ ー
ジも規定 されてい る。 これは、EDI回 送 と同様に音声 メ ッセー ジが 回送 された場合の

形式であ り、 ここでは、説 明を省略 した。

A.3メ ッセ ー ジ ご と通 知 種 別

(1)概 要

メ ッセ ー ジ送 信 時 の封 筒(MessageSubmissionEnvelope)に 設 定 す るパ ラ メ タの 一 つ で あ る

PerMessageIndicator(注 釈 を参 照)に 定 義 を 追加 した もの で 、 送 信 す る メ ッセ ー ジの 内 容 が

一 般 の メ ッセ ー ジで は な く
、 特 定 の 意 味 を 持 った"通 知"で あ る こ とを 示 す た め の もの で あ る。

通 知 の種 別(意 味)は 、 取 り扱 うメ ッセ ー ジの 内容 に依 存 す る もの で あ り、 勧 告 上 は形 式 的

に3種 の値(通 知1～ 通 知3)を 定 義 して い るだ け で あ る。 このパ ラ メ タを 使 用 して 、 実 際 に

運 用 す る際 に は、 実 装 ご とに この 値 に意 味 を与 え る必 要 が あ る(サ ー ビス方 針 の 決 定)。
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(注)PerMessageIndicator:メ ッセ ージ単位にサ ー ビスを指定す るパ ラメタであ り(同 報

配信時 に、 あて先単 位に要求す るサー ビスで はな く、全てのあて先に共通 に適 用 され

る。)、 他受信者 名表示 、暗黙変換禁止、代行受信者許可、内容返送要求が既 に定義

されてお り、92年 版勧告で上記の通知種別が追加 された。

(2)MTAの 動作

MTAで は、 この通知 の内容 によって、サ ー ビス方針(管 理領域が独 自に規定 す る)に 従 い、

通知種別が正 しいかを検 証す ることがで きる。 この通知種別 は、あて先 と して指定 された受信

者へは渡 されず、 このパ ラメタが設定 されて いるメ ッセ ージを受信 したMTAで 処 理 され る。

なお、検証後の動作 と しては、次の3つ の動作が規定 されてい る。

a)値 は無視 され、MTAの 処理 は成功 とす る

b)通 知種別 は正 しい値 に設定 されてお り、MTAの 処理を終 了す る

c)不 正な引数 と して、配信不能通知を返送す る処理を行 う

A.4メ ッセ ー ジあて先変 更 機 能

(1)概 要

MHSで は、 「2.8あ て先変更サー ビス」に示 したよ うなあて先変更機能が あ る。88

年版MHSで は、 あて先変更の方法 として、①受信者 の指示、②発信者の指示 、③受 信側管理

領域(MD:ManagementDomain)の 指示、 によ る3種 の方法が あ り、 また、発信者へ あて先変

更の実施 の有無 を配信 通知 によ り知 らされ る機能が規定 され ている。 これ らのあて先 変更の方

法の他 に、発信者が意 図 した受信者以外 にメ ッセー ジが配信 され る条件 として、88年 版MH

Sか ら追加 され たデ ィ レク トリ機能 を利用 した方法が あ る。つ ま り、 メ ッセー ジ発信 の際 に、

目的の受信者が不 明で あ り(0/Rア ドレスの内容が正 しくない場合)、 かつ 、0/R名 にデ

ィ レク トリ名が指定 されて いる場合 に、デ ィ レク トリの検索機能を利用 して正 しい0/Rア ド

レスを得 る ことがで き る。 このよ うに して得 られた0/Rア ドレスによ って利用者 ヘ メ ッセー

ジを配信す ることがで きる。 このよ うな機能 もあて先変更の一一－Ptと見な し、92年 版MHSで

は、配信通知のパ ラメタの中のあて先変更理 由(あ て先変更を実施 した場合 の理 由を示すパ ラ

メタ)に 下記のパ ラメタ値 を追加 した。

付表A.4-1あ て先変更理 由のパ ラメ タ値

パ ラメタ値 新規 ・既存

受信者割当て代行受信者(0) 既存

発信者要求代行受信者(1) 既存

受信MD割 当て代行受信者(2) 既存

受 信 者 デ ィ レ ク ト リ 変 換 代 行 受 信 者(3)

(recipient-directory-substitute-alternate-recipient)

新規追加
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(2)通 信 シーケ ンス

デ ィ レク トリによるあて先変更の通信例 を以下 に示す。

発信UA MTA 受信UA デ ィ レ ク トリ

配信結果通知
・ディ レク トリ利

用 によ るあて先

変更を実行

① あて先があいまい
× なため配信 不可能

② デ ィ レク トリへ問 い合わせ

③正 しいあて先(UA)へ 配送

(注)

配信先 の0/R名 に
デ ィレク トリ名が含

まれてい る必要が あ

る。

付 図A.4-1デ ィレク トリを利用 したあて先変更機能

A.50/Rア ドレスの視覚表現

(1)概 要

多 くの属性か らなる0/Rア ドレス(「1.1.5ア ドレス と経路選択 」参照)を 名刺 な

どに示す場合 に、各属性の名称を全て 記述す ると長す ぎるため、その省 略型の ラベルを規定 し、

MHSの ア ドレスの表記方法 を統一 した。名刺以外 の利用 と して は、電子 メール システムか ら

MHSの 利用者を指定す る際の利用者 イ ンタフェース として、 ここで規定 された名称 を用 い る

ことで、 どの電子 メール システムにおいて も同一 の形式であて先を表示す ることがで きる。

このラベ ルの形式 には、(a)1文 字 で名称を表示 し、言語の依存性を低減 させ る形式(ラ ベル

付 き形式)、 および、(b)十分 な表示部 分が ある場合 の説 明付 き形式(自 己説明付 き形式)、 の

二つを用意 した。

(2)表 現形式

(a)ラ ベル付 き形式の例

・0/Rア ドレスの個 々の属性 を示 す英字1文 字 と値の組 み合 わせで表現す る簡易 な記述

方法 である。

・英字1文 字 の後に"・"を 付与 し、その値を記述 し、個 々の属性を";"で 区切 る方法 と、

英字1文 字 と値のみを記述す る方法が ある。

X.400G=John,Sニsmlth,0=abankltd,P;abl,A=snomall,C=aq
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ま た はGJohn

SSmith

OABankLtd

PABL

ASnomail

CAQ

省 略 文字 の意 味(1.1.5参 照)

GivenName(名)G

SurName(女 生)S

OrgnizationName(組 織 名)O

PRMDName(私 設 領 域 名)P

ADMDName(主 管 機 関 管 理 領 域 名)A

CountryName(国 名)C

(b)自 己説 明付 き形式

・基本 的に属性 の名称 を一般 に理解で きる程度に示 し
、値 を記述 す る方法で ある。

Givenname(G)John
Surname(S)Smith
Organisation(0)ABankLtd

Org.Unit(OU1)
Org.Unit(OU2)
PRMD(P)
ADMD(A)
Country(C)

ITDept
MSGGroup
ABL
Snomail
AQ
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付 録B. H手 順 とPediの 比較

H手 順 とPediは 同 じMHSを 利用 したEDI交 換用手順(プ ロ トコル)で はあ るが、 それ

ぞれ は開発経緯 の違いか ら、機能面 ・運用面 で次の よ うな相違が あ る。

H手 順 は平成4年3月 に流通 システ ム開発セ ンターによ って制定 された新JCA手 順 であ り、

それ まで電子メール用 プ ロ トコル と して利用 して いたMHSの"P2"プ ロ トコル フ ォーマ ッ ト

に、JCA手 順で規定 した標準デ ータ交換 フ ォーマ ッ ト(以 下、JCA標 準 データ交換 フォーマ

ッ トと呼ぶ)を マ ッピングす る ことで、MHSに よるEDI転 送 を可能 とした ものであ る。米 国

で もPediが 規定 され るまで は"PO"方 式 とい ったMHSメ ッセー ジの内容 にANSIX.

12交 換 データをのせてEDI転 送を行 ってお り、H手 順 は これ と似 た方式 を採 った ものであ り、

言わ ばEDI交 換の現実解 的な方式で ある。

よ り早 い普及 を狙 いと しているため、MHSは 、現在 、国内で多 く普及 してい る84年 版P1,

P2プ ロ トコルに88年 版P7プ ロ トコル を加え た機能 をベース に してい る。 また現行のJCA

手順か らの移行 をスムーズにす るたあに、交換 デー タはJCA標 準デ ータ交換 フ ォーマ ッ トをそ

の まま使用可能 とし、 また二重交換 防止,サ イ クル管理 とい った運用機能 もJ手 順 と同様 に規定

して い る。

一方、Pediは こうしたMHSのEDI交 換 での利用要 求 に答え る形で規定 された、言わ ば

理想解 的な方式であ り、1991年 のITU-T加 速勧告 によって規定 された ものであ る。 その

ためMHSは 全て88年 版がベースにな ってお り、転送 フ ォーマ ッ トもEDI転 送用に新 しく規

定 された。

交換 データはEDI交 換 の標準 フ ォーマ ッ トであ るEDIFACTを 前提 に しているが、その

他ANSIX.12やUNTDIと いった現在普及 している交換 データへ の対応 も考慮 してい

る。 日本において は、CII標 準 フ ォーマ ッ ト,JCA標 準 データ交換 フォーマ ッ ト等を交換デ

ー タと して採用す ることも可能で ある。

PediはEDI交 換用 に規定 され た分、 メ ッセー ジの見 出 しに交換データの一部 を格納で き

た り、転送結果 の通知(責 任)や 転送の方法(回 送)に 関 して明確な規定があ る。また、0/R

名で はディ レク トリによる受信者 の指定 も可能で あ る。 しか し、H手 順で定め られてい る運用機

能(二 重交換 防止 など)に 関 してまで は規定 され ていないが、 これ らの運用機能 は、H手 順 と同

様、 ローカル機能 として実現可能 である。 ただ し、 「88年 版MHS(Pediも 含む)で はメ

ールボ ックス内に格納 されてい るメ ッセー ジを受信 者側か ら削除す る機能が必須 とな ってい る」

が 、rH手 順で はJCAで の運用面 を考慮 し、当該 機能の利用を禁止 して いる」 とい う運用 機能

面 での違いはあ る。

H手 順 とPediを 比較 した場合、MHSの 機能 レベ ルで は88年 版MHSを 使用 して いるP

ediの 方が セキュ リテ ィ面等で よ り優れて いるが、 日本 においては まだ88年 版MHSの 普及

は余 り進んでお らず、現時点では、84年 版MHSを 使用す るH手 順の方 が移行 性 ・接続性の面

で は有利 と考 え られ る。

以 下に、H手 順 とPediに っいて、EDI交 換で要求 され る詳細 な機能な どの比較を行 う。
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付表B1--1H手 順 とPediの 機能比較

一
◎。
司

機 能 H手 順 Pedi

データ送受信基本機能

.

MHSの 基本機能を利用し、Plプ ロトコルを用いた同期型のファイル転送形態とP7プ ロ トコル

を用いた非同期型のクライアントーサーパ形態がある。

同 左

交換データ JCA手 順用交換データを使用する。

主題の設定によりJCA手 順以外の交換データを使用することが可能である。

(付図且1-1,付 表且1-2参 照)

交換データの送受信単位は1メ ッセージ=1交 換データである。

交換データを含むメッセージ中に他の付加情報(図 形、文書等)を 含めることはできない。

EDIFACTメ ッセージの1まかに、符号化情報種別(EIT)の 設定によ りANSlフ ォーマ ッ

ト等の使用が可能である。

交換 データの送受信単位は1メ ッセージ=1交 換データである。

交換 データを含む メッセージ中に他の付加情報(図 形、文書等)を 含めることがで きる。

文字 コー ド 既定値 としてJCAフ ォーマットの文字コー ドであるEBCDICが 規定されているが、主題の文

字コー ド、漢字識別パラメタを使用 して利用者間で取 り決めることにより、他の文字コー ド、漢字

を使用することができる。

EDIFACTやANCIフ ォーマ ット毎にT61コ ー ドやISO646、EBCDIC等 が規定

されてい る。

将来的 にISOlO646コ ー ドが使用 され るようになれば漢字の使用 も可能である。

送受信データ長 INTAPの 規定するMHSに よるメッセージの最低保証値32Kを 規定している。 現在 は、規定 されていない。

マルチフ ァイル転送(メ ッセー ジ単位)・

パスワー ド認証 ・リカバ リ転 送
MHSの 基本機能として実現されている。 同 左

ゼロ件データ転送、通知機能 規定 はされて ないが、 運用上必要 となる場合 を考慮 し、当事者間での調整が必要 とした上 で 「メ ッ

セージ中の"主 題"及 び"本 体怜 に、"発 注 な じ 、'発 注遅延"等 を示す コー ドと付加情報 をセ

ッ トしてデ ータを送 る」 とい った ガイ ドライ ンを示 してい る。

規定はされてないが、H手 順と同様、ローカル機能として実現可能。

サイクル管理 メッセージ中の"主 題"の サイ クル番号 フィール ドを使用 して管理す るよう規 定されている。

(主題の規定 につ いては付図鼠1-1、 付表且1-2参 照)

規定はされてないが、H手 順と同様、ローカル機能として実現可能。

検索機能 ・転送状態問い合わせ MHSP7プ ロ トコルを使用した形態で基本機能として実現されている。 同 左

二重交換防止 Plプ ロトコル形態では主題中にサイクル番号を設定して管理するよう規定している。

P7プ ロトコル形態では や読みだ しメッセージの即時削除による実現性を規定し

ている。

規定はされてないが、H手 順と同様、ローカル機能として実現可能。

一 送信データに関する情報(デ ータ件数、データ識別子、送信相手、配信/受 信結果等)、 受信デー
タに関する情報(受 信件数、受信 日時等)を ロギング情報として採取するよう規定されている。

規定はされてないが、H手 順と同様、ローカル機能として実現可能。

端末からのメッセージ削除 メールボックス内に格納されているメッセージに対する端末からの削除禁止。 削除可能。

複式本体 規定な し。 規定あ り。

障害/再送処理 メッセー ジ単位の再送 を行 うよ う、 規定 されてい る。 規 定されていない。

送達確認 配信結果確認、受信結果通知の2種 類の確認方法を規定している。

受信結果通知の方がより精度の高い確認が得られるがこの機能はオプションになっている。

配信結果確認に加えて、受信結果通知に相当するEDI通 知メッセージによって確認を行う。

利用著名(O/R名) H手 順用O/Rア ドレス形式を規定 している(付 表B1-3参 照)。 特に規定はなく、MHSで 使用可能な0/R名 形式を任意に使用する。

責任と回送 一 EDIメ ッセ ージの 回送を考慮 し、回送 した場合の責任 とEDI通 知の対応 を明確 に規定 して い

る。

適用回線 専用線 、INS-P、INS-C 規定されていない。

その他の運用規定 「端 末一端末 間のデータ交換禁止 」、 「端末か らの メッセージ取 り出 しは1回 のみ」等が規定。 一

(注)「 データ転送 強制中断 」、 「データ圧縮機 能」、 「転送許可時 間指定」、 「プライオ リテ ィ制御 」などの機能は、H手 順 ・Pedi共 に規定されていない。



E 文 デ デ フ サ 漢 主
D 字 1 1オ イ 字 題バ
1 コ 夕 夕1 ク 識 形1
規 | 種

一
父 マ ル 別 式 ジ

格 ド 類 換 ッ 番 の ヨ

ト 号 ン

付 図B.1-1主 題 フ ォー マ ッ ト

付 表B.1-2(1)主 題 パ ラ メ タ詳 細

パ ラメータ名 識別子 クラス レ 一夕型 意味 ・値

EDI規 格 EDI

(注1)

M オブジェクトID

(注3)

・使 用す るEDI規 格を示す

・EDI規 格 は、JIPDECへ 申請/登 録 され
たオブジェクト識別子 を指定す る。

・EDI規 格 は、H手 順対応 システムにおいて
一意 に設定 される値であ り、システム間で合

意 され る ものである。
・EDI規 格 によ り、デー タ交換であ る事

を認識す る事がで き、一般 電子 メール(

テキスト等)と の区別 を行 うことが可能 とな

る。
・省略不可。(注2)

文 字 コード CHAR M オブジェ外ID

(注3)

・EDI規 格 で使用す る文字 コードを示す。
・J手 順 と同 じデータ交換フォーマットを使用す

る場合 には、識別子(CHAR)か ら省略す る

事 によ りデフ ォル ト値のEBCDICが 暗 に認

識 され る。
・他の データ交換フォーマット(EDIシ ンタックスルー

ル)では複数 また は任意の文字 コー ドを許

容 して い るもの もあ るため、EBCDIC以 外
で データ交換を行 う場合、 その文字 コー

ドを指定 しエンドーエンド間で認識 を行 う。
・省略可。(注2)

データ種 類 TYP M 数字4桁
0000～9999

・H手 順 における伝送データの識別を示す。
・データの種類 は、

0001→ 受発注情報

0011→ 請求情報

0012→ 支払情報
の三種類が現在JCAで 規定 されて いる。

・0001～0020はH手 順のllザーブ値 であ る。
・J手 順 と同 じデー タ換 フォーマットを使用す る

場合 はJ手 順制御電文 でのデー タ種類 に

対応す る。
・省 略不可。(注2)

データ交 換 フォーマット FMT M 数字4桁

0000～9999

・デ ー タ 交換 フォーマット(ファイルレイアウト)の番 号 を

示 す 。
・どの デ ー タ交 換 フォーマット(ファイルレイアウDで 送

受 信 を行 って い るか を 示 し、J手 順 と同

じデ ー タ交 換 フォーマットを使 用 す る場 合 に は

0001を 指 定 す る。
・0001～4999はH手 順 の リザーブ値 で あ る。
・省 略不 可 。(注2)
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付表B.1-2② 主 題パラメタ詳細(続 き)

パ ラメー タ名 識別子 クラス デー タ型 意味 ・値

サイクル番 号 CYN M 数字12桁
YYMMDDhh㎜99

・サイクル日付 を指定す る場合 は、アプリケーションの
データ作成 日付時分 を西暦で指定す る。

("YY"は 下2桁)
送信実行時の 日付時分 は設定 しな い。

・サイクル順序 は、0/Rア ドレス、データ種類、

データ交換フォーマット単位 での伝送順番を示

し、01か ら昇順で採番 す る。
・サイクル番号 は、優先度(普 通、不急、至急

)制 御が あるため受信 時 は、昇順チェックを

行わな い。
・サイクル番号の利用パターン

採番単位:0/Rア ドレス、データ種類、

デー タ交 交換 フォーマッ1

①YY㎜DDhh㎜01～99

日付時分+連 番でサイクル管理

②000000000001～99

下2桁 でサイクル管理(連 番)

③000000000000
サイクル管理 な し

④YY剛DDhh㎜00

日付時分 でサイクル管理
・省略不可。(注2)

漢字識別 KNJ 0 オブジェクトID

(注3)

・データ交換フォーマットの中で、漢字 を使用 し

て いる場合 のコード種別 を示す。
・J手 順 と同 じデー タ交 換フォーマットを使用す

る場合 には、識別子(KNJ)か ら省略 して

使用す る。
・運用上、 ローカルな漢字識 別を使用す る場合
は、 その漢字識別 を設 定 し、エ ン ドーエ

ン ド間で認識 を行 う。
・省略可。(注2)

主 題 形 式 の

バージョン

VER M 数字2桁

00～99

・主 題 形 式 のバージョンを示 す 。
・本 主 題 形 式 のバージョンは ,01で あ る。
・省略 不 可 。(注2)

注1)M:指 定 が必須 。デフォルト値(文 字コード)を使用す る場合 は、識別子 か ら省略を行 う。

0:指 定 は任意 。使用 しない場合 は、識別子か ら省略 を行 う。

注2)省 略可:パ ラメタと して省 略が可能 な ものを指す。

クラスが"0"の もの また はクラスが"M"で デフォルト値(文 字 コード)を使用で きるもの。

省 略不可:パ ラメタと して省 略不可の もの を指す。

クラスが"M"の もの。

注3)桁 数 の表示 され ていないパラメタに関 して は、インプリメントマターとす る。
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付表B.1-30Rア ドレスの付与方法

センター側 ホストコンピュータのORア ドレス 端 末 側 ホストコンピュータのORア ドレス

国 名
"JP"

同 左

ADMD名 1コ の スペ ー ス 同 左

PRMD名 セ ンター側企業の名称

英字16文 字以内

収容されているホス トの名称

[㌫ 程認;ll:多嬬 コ
英字16文 字以内

組織名 センタの電話番号 数字15桁 取引先の電話番号 数字15桁

個人名 リザ ー ブ 同 左

部門名 リザ ー ブ 同 左

領域定義属性 リザ ー ブ 同 左
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付 録C. デ ジタル署名機構

デ ジタル署 名 は、否認 不 能 また は認 証 のよ うな安全 保護 サー ビスを提供 して い る。

デ ジタル署 名機 構で は、 非対称 暗号 化 アル ゴ リズムを使用 す る必要 が あ る。 それ は、 以下 の こ

とを必要 とす るか らで あ る。

・署 名 され たデ ータ単位 は、秘 密 鍵 の所有者以 外 は作成 で きな い

・受 信側 は、 署名 され たデ ー タ単 位 を作成で きな い

署名機 構 にお いて最 も重要 な特 色 は、署 名者の私 的情報 を使用 しな けれ ば署名 が行 えな い こと

で あ る。 したが って、署 名が 確認 され る と、私的情 報の唯一 の所 有者 が署名 を行 った ことの証 明

を第 三者(例 え ば、裁判 所 また は調 停機 関)に いっ で も示す ことがで きる。

ま た、信頼 で き る第三 者(調 停者)が 、 扱われ てい る情報 の素性 と完全性 を立証 す る こ とに よ

り、以下 の特性 も提供 され る。

・発 信元 は、 署名 され たデ ータ単位 の発 信を否定 で きない

デ ジタル署 名機構 で は、次 の二段 階 の手順 を定義 す る。

① デ ー タ単位 に署 名 を行 う。

この処 理 で は、署名 者 の私 的 な(っ ま り、署名者 に と って唯一 のか っ秘 密の)情 報 を使用 し、

上 述の署 名者 の私 的情報 を秘 密鍵 と して 、デ ータ単 位の暗号 化 また はデ ー タ単位 の 暗号 検査 値

作 成を行 う。

② 署 名 され たデ ータ単位 を確 認す る。

この処 理 で は、 公開 され た手順等 を使用 し、署名者 の私 的情報 によ って署名 が行 われ たか ど

うかの判 定 を行 う。 しか し、 そ こか ら署名者 の私的 な情 報 を導 きだす こ とはで きない。

以 下 に、PKCS(PublicKeyCryptosystem:公 開鍵 暗 号 シ ス テ ム)を 使 用 した デ ジ タ ル 署 名

に お け る発 信 側(署 名 者)お よ び 受 信 側 の 処 理 の 例 を示 す 。 詳 細 は 、ISO7498-2お よ びISO9594

-8を 参 照 さ れ た い 。
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C.1 PKCS(公 開鍵暗号 システム)を

使用 したデジタル署名の例

以下 の例 示 にお いては、付 表C.1-1に 示 す記法 お よび以 下 の用語 や略語 を用 い る。

付 表C.1-1記 法

表記法 意 味 、

Xp 利用者Xの 公開鍵

Xs 利用者Xの 秘密鍵

Xp[1] 利用者Xの 公開鍵による情報1の 暗号化

Xs[1] 利用者Xの 秘密鍵による情報1の 暗号化

X[1] 利用者Xに よ る情報1の 署 名 。暗号化 した要 約 を1に 付 加 した もの

h[1] 利用 者Xの 情報1に ハ ッシ ュ関数 を適用

ハ ッシ ュ関数 … …大 きな定 義域 か ら小 さな値 域 に値 を写 像 す る関数。 定義域 上 の値 に この 関数が

適 用 され た とき、結果 が 値域全体 に均 等 に、 かつ無 作為 に分散 す る ものが よい。

一方 向性 関数 ……数 学 的 関 数fに お いて 、 計 算 は 容 易 だが 、 値 域 内 の一 般 的 な 値yに 対 して

f(x)=yと な るよ うな定義域 内の値Xを 見つ ける ことが計 算上 困 難 な もの。

幾つ かの値yに 関 して は、値xを 見 つ け るのが容 易 な場 合 もあ る。

CA証 明機 関(CertificationAuthority)。

情報 の発信 元 、情報 の完 全性 、情報 の発 信/受 信 時刻 、等二 つ のエ ンテ ィテ ィ

間で 交換 され る情報 を保 証(保 証が 必要 な らば)す る。

PKCS公 開鍵暗号 システ ム(PublicKeyCryptosystem)。

「付 録D.公 開鍵 暗号化 方式 」を参 照 。

C.1.1 署名データの作成

情報(lnfo)の 署 名 は、情 報 にその暗号 化 され た要 約 を追加 す るこ とによ って行 わ れ る。要 約 は

一 方 向性 ハ ッシ ュ関数 に よ り生成 され 、暗号 化 は署名 者 の秘 密 鍵 を使 って生成 され る(付 図C .1-

1)。

X{Info}=lnfo,Xs[h(Info)]

(備 考)秘 密 鍵 を使 った暗号 化 によ って、署 名の ねつ 造 に よる詐 称 を防止 で き る。
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C1.2署 名 デ ー タ の 確 認

情報 の受 信者 は、 次 の方 法で署 名 を確認 す る。

① 情 報 に一方 向性 ハ ッシュ関数 を適 用す る。

② この結 果 と、署 名者 の 公開鍵 を使 って署名 を復号 す る ことによ って得 た結 果 とを比 較す る。

秘密鍵 公開鍵

〈Xs)

、'

Xs[h(Info)]

(Xp)

、'

暗号化 復号化

Info

, ●

,

ハ ッシ ュ関数

の適 用(h)

1
,

ハ ッシュ関数

の適用(h)ノ、

'、

,

比較

署名者(X) 受信者

付 図C.1-1デ ジ タ ル 署 名

C1.3署 名 デー タの利 用例

本書 の 第2章 で説 明 したPediサ ー ビスにお いて もデ ジタル署名 を利用 したサ ー ビスが い く

つか あ る。

その中 で説 明 した 「2.9.7発 生 源 の否認 不能 」サ ー ビスを例 に挙 げ、付 図C.1-1に て示 した署

名 デー タの作成 と確 認 につ いて説 明す る。
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(1)署 名データ作成 ＼

発信者 の秘 …

Xs

∪

ハッシュ関数 の適 用 暗合化

(例:RSA)

①作成 した署名データを 「メ
ッセージ発生源認証検査」
に設定

②発信者の秘密鍵Xsに 対応
する公開鍵Xpを 「発信者
証明」に設定

メ ッセ ー ジ

封筒

発信者証明

〔発信者9⌒)

内容 を一方向性ハ ッシュ関数によ り単一の ビッ
ト列 に変換(例 えばMessageDigest4と い う

変換 アルゴ リズムを使用)し 、それ らを さらに

発信者 の秘密鍵Xsに よ り暗号化 した署名デー

タ

内容

見出し 受 信 者0/R名:JP/JIPDEC/CII/SANGYOU/TAROH

主 題:Pedi概 説 書 作成 につ いて

本体
時下 ます ます ご健 勝 の こと と.。..

～

以上

(2)署 名デー タ確認

⊂)
発信者の公開鍵

XP
発信者証明

内容 ハッシ・関数 の適 用

(例:MD4)

合致 した場合、以下のことを保証
①発信者が発信 したことを後で
不正に否認で きないこと

②メッセージ内容が改ざんされ
ていないこと
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付 録D. 公開鍵暗号化方式

デー タまたは トラ フィ ックフロー情報の機密 を保護す る技術 の一つ に、暗号化技術 があ る。

暗号 化アル ゴ リズムは、非可逆 の場合 と可逆の場合があ る。非可逆 の場合、暗号化 に対応す る復

号化 の処理 がで きない。 認証 に利用 され る暗号化で は可逆の暗号化 アルゴ リズムが使用 され る。

可逆 の暗号化 アル ゴ リズム は、一般 的に次の二 つに分類 され る。

・対称暗号(す なわち秘密鍵暗号)

暗号化鍵の情報 には復号鍵に関する情報 も含まれる。その逆 も同様。

っまり、秘密 メッセージの発信元が情報を暗号化するために利用する鍵と、正当な受信

者がメッセージを復号化するために使用す る鍵が同一である。

・非対称暗号(す なわち公開鍵暗号)

暗号化鍵の情報には復号鍵に関する情報 は含まれない。その逆 も同様。

っまり、秘密メッセージの発信元が情報を暗号化するために利用する鍵と、正当な受信

者がメッセージを復号化するために使用す る鍵が異なる。

公開鍵暗号 システム(PKCS:PublicKeyCryptosystem)で は、二つの鍵が対で使用 され、

一方が暗号化のた めに、他方が復号化のために使用 され る。 そ して、利用者 ごとに個別の鍵対

が関連づ け られてお り、暗号化の ための鍵 は 「公開鍵(Xp)」 と して開示 されて いるが、復

号化 のための鍵 は 「秘密鍵(Xs)」 と して利用者毎 に秘匿 されて いる。任意 の利用者 は公知

とな って いる公開鍵 を使 って データを暗号化で きるが、公開鍵 を使 って暗号化 されたデータを

復号化 で きるの は、暗号化 に使用 された公 開鍵 に対応づけ られ る秘密鍵 の利用者 だけで ある。

ここで、D-Xs[Xp[D]]と の表記 は 「公 開鍵を使 って暗号化 されたデータを秘密鍵 を使 って

復号化 した ものが、元 のデータに等 しい」 ことを示 して いる。 どの利用者 も、情報 をXpで 暗

号化 す ることによ り、秘密鍵Xsの 所有者 だけに判 るように通信で きる。 これ を用 いれば二 人

の利用者 は、相互 に相手 の公 開鍵 を使 ってデータを暗号化す ることによって、付 図D.1-1に 示

す よ うに、秘密 に通信 で きる。

①e・Bp[X]

所有する暗号鍵
秘密鍵:As
公開鍵:Ap

②X=Bs[e]

④X=As[e']

所有する暗号鍵
秘密鍵:Bs
公開鍵:Bp

③e'=Ap[X']

付図【).1-1PKCSを 利 用 した秘密情報 の交換

利用者Aは 公開鍵Apと 秘密鍵Asと を持 ち、利用者Bは 別の鍵対BpとBsを 持つ。AとB

は相互 に相手の公開鍵 を知 って いるが、秘密鍵 は知 らない。 そ こでAとBは 、次 に示す手順 によ

って相互 に秘密情報を交換す る。
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①Aは 、秘 密情 報XをBに 送信 したい。 そ こでAは 、XをBの 公開された暗号鍵を使 って暗号

化 し、暗号化 した情報をBに 送 る。 これ は、次の ように表 され る。

e・Bp[X]

②Bは 、秘 密の復号鍵Bsを 使 ってeを 復号化 し情 報Xを 得 る。Bは 、Bsの 唯一の所有者 で

あ り、 この鍵が 開示 または送信 され る ことはな いので、 ほかの利用者が情報Xを 得 ることは不

可能であ る。Bsを 所有 してい るか否か に よ り、Bは 一 意に決定 され うる。復号の操作 は、次

の ように表 される。

X=Bs[e]、 または、X=Bs[Bp[X]]

③ 同様にBは 、秘密情報X'を 、Aの 公 開 された暗号鍵Apを 用 いて暗号化 し、暗号化 した情

報をAに 送 ることがで きる。

e'=Ap[X']

④Aは 、秘 密 の 復 号 鍵Asを 使 ってe'を 復 号 化 し情 報X'を 得 る。

X'=As[e']、 また は 、X'ニAs[Ap[X']]

この方法 によ り、AとBは 、秘密情報のXお よびX'を 交換で きる。 この情報 は、AとBの 秘

密鍵が漏洩 しないか ぎり、AとBと を除 くいかな る利用者 も知 る ことはで きない。

このよ うな交換 は、利用者 間の秘密情 報 の転送 だけで はな く、利用者の識別の検証に も利用 で

きる。具体的 には、AとBは 、秘密の復号鍵(AsとBs)の 所有 によって識別 され る。Aは 、

BがAの 情報Xの 一部 をBの メ ッセ ー ジX'の 中で返 す ことによ り、通信 相手が秘密 の復 号鍵

Bsを 所有 して いると判断で きることか ら、通信相手がBで あることを検証で きる。 同様 に して

BもAの 識別を検証で きる。

一部 のPKCSで は
、鍵の対の両方 の鍵が暗号化 に使用で きる(っ ま り、交換可能:公 開鍵 を

用 いて暗号化 して いる場合 は秘密鍵 で復 号で き、秘密鍵を用 いて暗号化 してい る場合 は公開鍵で

復号 できる)。 この特性 は情報源の証 明 に利用で き、デ ジタル署名の基礎 とな っている。ISO-95

94の 第8部 で は、付属書Bに おいて 「この(交 換可能な)特 性を持つPKCSだ けが この規格の

認証 の枠組みの中で使用す るのに適 してい る」 と述べてお り、そのよ うなアル ゴ リズムの一つ と

してRSA(Rivest-Shamir-Adleman)公 開鍵暗号 システ ムがISO-9594の 第8部/付 属書Cに お い

て説 明されてい る。
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付 録E. メ ッセー ジの送受信

MHSで 扱 うメ ッセー ジは、 図1.1-13の プロ トコル構成に示 され る様 に、ROSEま たはRT

SEを 使用 し、更 に これ らのプ ロ トコルが下位層 のプロ トコルを使用 して メ ッセ ージの交換 を実

現す る。

ここでは、応用 層にお けるメ ッセー ジの転 送方 法の概要 について示す。

E.1P3及 びP7プ ロ トコル

(1)概 要

UAとMS間 の プ ロ トコル(P7)及 びUAとMTA或 いはMSとUA間 の プロ トコル(P

3)で は、一般 にROSEを 使用す る。但 し、高信頼な転送機能が必要 な場合 には、RTSE

を加 えて使用す る ことがで きる(勧 告X.419又 はISO10021-6参 照)。 その選

択 は、通信 を開始 す る際のアプ リケー シ ョンコンテキス トを折衝す るこ とで行 う。 ここでは、

ROSEの みを使用す る例を示 す。

ROSEに っ いて は、X.229及 びX.219を 参照。

(2)遠 隔 操 作

遠 隔 操 作(ROSE:RemoteOperationServiceElement)で は、 問 い合 わ せ ・応 答 型 の ア プ リケ

ー シ ョ ン(ROSE利 用 者)に 対 し、 以 下 の 共 通 的 な機 能(操 作)を 提 供 す る。

(a)Invoke(要 求)

(b)ReturnResult(結 果)

(c)ReturnError(誤 り)

(d)Reject(拒 否)

ROSE利 用 者(こ こで は、UAま た はMS)は 、MSま た はMTAに 対 して 操 作 の 要 求

(例 え ば メ ッセ ー ジ発 信 、一 覧等)をInvokeを 使用 して行 い 、MSま た はMTAは 、 そ の 結 果

を そ の他 のROSEの 機 能 を 使 って返 す 。

注)P3で は、MTAか らMSま た はUAヘ メ ッセ ー ジ また は通 知 を送 信 す る ことが あ る。

ReturnResultは 、Invokeに よ り要 求 され た 内 容 を正 し く処 理 で きた場 合 に 結果 を設 定 して 送

信 す る際 に使 用 す る。ReturnErrorは 、 処 理 が 正 常 にで きな か った 際 に 理 由 と と もに誤 りで あ

る こ と を 通 知 す る た め に 使 用 す る 。Rejectは そ の 他 の 操 作(lnvoke,ReturnResult,

ReturnError)に 対 し、 そ の形 式 誤 り、 シ ス テ ム上 の理 由等 に よ り操 作 の 受 け入 れ を 拒 否 す る

た め に使 用 す る。
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UA MTA

Invoke

(メ ッセ ー ジ発 信)発 信 の 処 理

ReturnReslut

(発 信 操 作 結 果)

ReturnError

(発 信 誤 り)

Reject

(拒 否)

コ
①正常結果

②異常終了(メ ッセージ発信不可)

③lnvoke内 容 が異常(発 信 と して認識不 可等)

付 図E.1-1ROSEに よ る転 送

メ ッセー ジ発信操作 による この例で は、ReturnResult(発 信操作結果)に 、 メ ッセ ー ジ識別

子、発信時刻 などのパ ラメタが設定 され る。MHSで は これ らのパ ラメタを利用 し、 さまざま

なサー ビスを提供す る。例え ば、 メ ッセ ージ識別子 を利用 したサー ビスに、配信通知、配信時

刻表示 などが ある。 これ らの サー ビスで は、発信 した メ ッセー ジに対す る配信通知を1対1に

対応 させ るために、MTS内 で一意な値 となるメ ッセー ジ識別子 を利用 して いる。 この よ うに

して、情報の交換 を行 うことで、サー ビスの要求 と実行 が行 われる。

E.2P1プ ロ トコ ル

(1)概 要

MTA間 の メ ッセージ転送で は、RTSEを 必ず使用 し、ROSEは 使用 しな い。RTSE

は、情報の紛失や重複 して受信す るとい った障害な しに、情報の転送を行 うための機能を提供

す る。RTSEは 、セ シ ョン層のア クテ ィビテ ィや小同期等 の機能要素をプ レゼ ンテ ー シ ョン

層を通 して制御 し、 この機 能を実現す る。2章 の例で、MTA間 の情報の転送に は、 この プロ

トコルを必ず使用す る。

RTSEに つ いて は、X.228及 びX.218を 参照。
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(2)通 信の例

APDUの

送信

MTA MTA

アクティビティ の 開始

確 認

PDU+小 同期

小同期確認

アクティビティ の 終 了

付 図E.2-1

]通 信開始

注)APDU:応 用 層 の プ ロ トコル

デ ー タ転 送単 位 。

MHSの メ ッセ ー ジ、

通 知が 該 当 す る。

]情 報の転送(APDUを 分割して送信)

]情 報の受け取りの観

]情 報の転送

]情 報の受け取りの観

]
情報全体(APDU)の 送信終 了

受 け取 りの確認

RTSEに よる転送
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付 録F. EDlFACT標 準 メ ッセ ー ジ構造

Pedi規 約書では、EDIFACT(ISO9375に て規定)シ ンタ ックスル ール による

EDIメ ッセー ジを転送す るケースが多 い ことを想定 し、 い くっかのPediサ ー ビスでEDI

FACTメ ッセー ジフォーマ ッ トを例に挙げ説 明を行 って いる。本書で も同様の扱 いと して いる

ため、EDIFACT標 準 メ ッセ ージの文例 と階層構造の具体例 につ いて説 明 し、本書の理解の

手助 け となるよ う付録の扱 いで記述す る。

F.1交 換 の 構 造

EDIFACTシ ンタ ックスル ールで は、一 回の接続 は一つ以上のEDIFACTイ ンタチ ェ

ンジ(交 換)か ら成 り、 これ らの 「交換 」 はその始 ま りと終わ りを示すサ ー ビスセ グメ ン トによ

り分離 され る。EDIFACTシ ンタ ックスルールでは これ らのサ ー ビスセ グメン トが規定 され

てお り、ユーザデータの交換を提供可能 と してい る。

それぞれの 「交換」 は階層構造を持 って いて、一つ の 「交換」 は一個以上の機能 グループまた

はメ ッセー ジか ら構成 され る。機能 グル ープは一つ以上 の同一 タイプの メ ッセ ージか ら構成 され、

機 能 グループ ・ヘ ッダ ・サ ー ビスセ グメ ン ト(セ グメ ン トコー ドはUNG)で 始 まり機能 グルー

プ ・トレーラ ・サー ビスセ グメ ン ト(セ グメ ン トコー ドはUNE)で 終わ る。機能 グループを使

用 す るか どうか は任意であ り、省略 され ること もあ る。

メ ッセー ジは、 メ ッセ ージ ・ヘ ッダ ・サ ー ビスセ グメ ン ト(セ グメ ン トコー ドはUNH)で 始

ま りメ ッセー ジ ・トレーラ ・サ ー ビスセ グメ ン ト(セ グメ ン トコー ドはUNT)で 終わ る。 これ

らのサー ビスセグメ ン トの間 には一つ以上のユ ーザデータセ グメ ン ト(以 下、 データセ グメ ン ト

と呼称)が 含 まれ る。

これ らの様子 を付図F.1-1,F.1-2に 示す。 なお、付 図では機能 グループが省略 された場 合の

階層構造 を示 している。
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UNAサ ー ビス セ グ メ ン ト

UNBサ ー ビス セ グ メ ン ト

UNHサ ー ビス セ グメ ン ト

デ ー タ セ グメ ン ト(1

デ ー タ セ グメ ン ト(n

UNTサ ー ビス セ グメ ン ト

UNZサ ー ビス セ グメ ン ト

爪

②

ン ト

(1)

(n)

ン ト ＼

爪

①

/

、

⇒

⇒

⇒

サ ー ビス ス トリ ング情 報

交 換 ヘ ッダ

メ ッセ ー ジヘ ッダ

⇒ メ ッセ ー ジ トレー ラ

⇒ 交 換 トレー ラ

① メ ッセー ジ単位 ② 交換単位

付図F.仁1交 換の構成

/

交 換 交 換 交 換
''

,〔,'
,'

,'
,'

,〔,'
,'

,'
,'

UNA UNB
,

メ ッセ ー ジ UNZ
,

＼
UNH

,

デークセグメント データセグメント デ一夕セグメン} UNT
,

TAG 十 単 一 データエレメント 十 複 合 データエレメント
,

＼＼ / ＼ ＼
コー ド : データ 値 データ 値 構成 データ

エ レメ ン ト
: 構成デー タ

エ レメ ン ト

/ ＼/
デーク 値 データ 値

付 図F.1-2文 例 の 階層 構造
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F.2EiDl FACT標 準メ ッセ ジ準拠の文例

(1)文 例

イギ リスのICI社 か らポル トガル の クウィ ミガル ・ド・オポル ト社へ化学薬品の納入 に関

して支払 いを求め るイ ンボイスメ ッセ ー ジの文例を以下 に示す。 なお、 その時の イ ンボイスは

付 図F.2-1を 参照 されたい。

UNA:十.?'

UNB十UNOA:1十5012345678901:14十123456:91十871215:123619十REFO1十PASSW十INVOIC十 〇〇〇〇1'

UNH十INVOO1十INVOIC:1'

BGM十380十75-064-H-227101十870421'

NAD十SU十5013456000145:14十ICICHEMICALSANDPOLYMERS十POBOX90:WILTON十MIDDLESBOROUGH

十十T568JE十GB'

RFF↓SS十EDSO633096'

RFF十PO十ABC-1234'

CTA十IC十 十512345:TL'

FII十RB十123-4567十:::WESTLANDBANK:FRANKFURT'

NAD十BY十 十ALPHONSOSCHMIDTAG:AVEINFANTISANTO:LISBON4:PORTUGAL'

RFF十CR十 〇64-5787-1B

NAD+CN+++QUIMIGALDEOPPORTO+AVESANCHO3+BARREIRO+++PT'

CUX十DEM:IN'

ALI十GB'

PAT十 〇1十十十〇5:03:1:60十 十十十PAYMENT60DAYSFROMINVOICEDATEBYTELEGRAPHICSTRANSFER

TO:ACCOUNTNO123-4566QUOTEREFABC-1234:WESTLANDBANK,FRANFURT'

PAI十70十 十30十〇3'

TDT十 十十10十十十::BAILEYFREIGHT'

LOC十LC十::TEESIDE'

LOC－トLD十::BARREIRO'

TOD十 〇2十十FRC:01十ITP:::BARREIRO十 十TAXESANDCLEARANCEUNPAID'

PAC十1十 十3:UN'

MEA十PD十 〇4十KG:18440'

PCI十 十TEMP20-25DEGC:ALPHONSOSCHMIDTAG:064-5787-1B'

UNS十D'

LIN十 十十5013456000158:VN十 十12:18440:KG十2.85:NW:1=KG'

UNS十S'

TMA十52554'

FTX十CUS十 十WEHEREBYCERTIFYTHATTHEGOODSMENTIONEDINTHISINVOICEAREOFBRITISH

ORIGIN'

VAL十IN十55735:DEM'

UNT十28十INVOO1'

UNZ十1十REFO1'

(2)解 説

以下 に主な各 データエ レメ ン トの意味 を示す。
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SupplierTlxno512345 InvoicedateandNα

(コンタクト番 号:テ レックス)

ICIChemicalsandPolymers 21-04-8775-064-H-227101

(サプライや 名称) (インボイス日付)(イ ンボイス番 号)

POBox90

Wilton(サ ブライヤ Otherreference

MiddlesboroughE㎎1andT568JE住 所)

EDSO633096

(指定当事者番号)

Consignee Buyer(otherthanconsignee)

『 藩難 名繰ザ「to
AlphonsoSc㎞idtAC

(買 主 名称)

AveSancho3 AveinfantiSento

Barreiro(荷 受人 住所) Lisbon4(駐{主 巨匠)

Port㎎a1 Portuga1

RefNoO64-5787-1B

(買い主参照番号)

Countryoforiginofgoods

UnitedKi㎎d㎝

Transportdetails Termsofdeliveryandpayment

Shippedfr㎝Teeside Fr㏄delivcredBarreiro

toBarreiro Taxes&clearan㏄unpaid

perBatleyFreight pa蜘ent60daysfr㎝dateofinvoi㏄'

InsuredvalueDM55735

bytelegraphicstransfertoaccount

nol23-4567withWestlandBankFrankfurt

(振込口座番号)(蹴 行)

・支払い条件基準

, D-6123QuotiRefABC-1234

ShipPi㎎marks:C㎝tainerNα No.andkindofpackaes Grossweight.㎏ Cuba.m3

:Goodsdescription

Temp20-25DECC (infulland/onincodes)

Alphon50SchaidtAC IdemoutableISOcontainer 18,440

064-5787-lB

Specificationof(x順ities(incodesand/orinfu11) Quantity Unitpri㏄ Amomt

5013456000158-Puredriedvacuumsalt 18,440㎏ DH2.850 DM52554

PerKg

NETWT

WeherebyCertifythatthegoodsmentionedin

thisinvoicearemadeofBritchorign.

Packi㎎cludedabove Notine1.above

Freight

Othercosts(speclfy)

Insurance

Totalinvoi㏄amount DM52554

付図F.2-1イ ンボイ ス事例
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一 コ
UNA(ServiceStringAdvice:サ ー ビス ス トリ ング情 報)は 、後 に 続 く交換 で 区切 符 号 や

支 持 符 号 と して 使 用 す るたあ 指 定 され る記 号 を 定 義 す る。付 図F.1-2の デ ー タ セ グ メ ン ト

階層 構 造 を参 照 。

一 コロ ン(:)は
、 構 成 デ ー タエ レメ ン ト分 離 符 号 と して用 い られ る。 復 号 デ ー タエ

レメ ン ト中 の構 成 デ ー タエ レメ ン トを 分 離 す る。

一 プ ラ ス記号(+)は
、 セ グ メ ン トタ グ とデ ー タエ レメ ン ト分 離符 号 と して用 い られ

る。

フル ス トップ(.)は 、 小 数 表 記 に用 い られ る。

疑 問 符 記(?)は 、 リ リー ス符 号 と して 用 い られ 、 ユ ー ザ デ ー タ 中で 使 用 され る特殊

記 号(「+」,「:」,「'」,「?」)の 意 味 を リ リー ス し、後 に続 く文 字 を通 常 の 意 味 に戻 す。

ア ポ ス トロ フィ(')は 、 セ グ メ ン ト終 了 符号 と して用 い られ る。

UNB十UNOA:1十5012345678901:14十123456:91十871215:123619十REFO1十PASSW十INVOIC十 〇〇〇〇1'

UNB(InterchangeHeader:交 換 ヘ ッダ)は 、 交 換 を 開 始 し、 識 別 し、 特 定 す る。

-UNB

セ グメ ン トタ グの コー ドを示 す 。

-UNOA:1

セ グメ ン トタ グ分 離符 号(+)に 続 き、 シ ンタ ッ クス識 別 符 号(Syntaxindentifier)

と シ ンタ ック スバ ー ジ ョ ン番 号(Syntaxversionnumber)が 設 定 され る。

文 例 で は、 管 理 機 関 が 「UNO=UN/ECE」 、 使 用 され る文 字 セ ッ トがUN/

EDIFACTシ ン タ ックス ル ー ル の水 準Aを 示 して い る。 次 の 分 離 符 号(:)の 後

の"1"は 、 シ ンタ ッ クスバ ー ジ ョン番 号(Syn-taxversionnumber)を 示 して い る。

-5012345678901:14

分 離 番 号(+)の 後 に 、送 信 者 識 別 コー ド(Senderidentification)と 識 別 コー ド修

飾 子(Identifiercodequalifier)が 設 定 され る。

文 例 で は、 送信 者 識 別 コー ドの"5012345678901"が 置 か れ 、 更 に分 離 符 号(:)の 後

に、 この コ ー ドが 所 属 す る コー ドセ ッ トを 識 別 す る修 飾 子"14"が 続 く。

-123456:91

分 離 番 号(+)の 後 に、 受 信 者 識 別 コ ー ド(Recipientindentification)と 識 別 コー

ド修 飾 子(Identifiercodequalifier)が 設 定 され る。

文 例 で は、受 信 者 識 別 コ ー ドの"123456"が 置 か れ 、 更 に デ ー タエ レメ ン ト分 離 符 号

(:)の 後 に この コー ドが 所 属 す る コ ー ドセ ッ トを識 別 す る修 飾 子"91"が 続 く。

-871215:123619

分 離 番 号(+)の 後 に、 交 換 の 日時 が 設 定 され る。

文 例 で は、 メ ッセ ー ジ作 成 日付("871215"は1987年12月15日 を示 す 。)と 時 間("12

3619"は12時36分19秒 を 示 す 。)が 表 記 され て い る。

-REFO1

この 伝送 の ため に、 交 換 の 送 信 者が 割 り当 て た ユニ ー クな交 換 制 御 参 照 番 号(lnter

changecontrolreference)"REFO1"が 続 く。
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－PASSW

受 信 者 パ ス ワ ー ド(Recipientreferencepassword)の"PASSW"設 定 さ れ て い る 。

－INVOIC

ア プ リケ ー シ ョ ン参 照 符号 の"INVOIC"が 設 定 され て い る。 この フ ィ ール ドの 一般 的

な利用方法 は、 メ ッセージタイプを表す識別子 をこの フィール ドに設定す ることに1

よ り、同一 タイ プの 「交換」のみ選択す るよ うな操作が可能 となる。1

一 〇〇〇〇1

交換協定 に明示 されたコー ドを示す。交換 を司る通信協定 のタイプを指定す る。

IUNH+INVOO1+INVOIC・CI

UNH(Messageheader:メ ッセ ー ジヘ ッダ ー)は 、 メ ッセ ー ジを 開始 し、 識 別 し、特 定 す

る。

一 デ ー タエ レメ ン トと して 、 メ ッセ ー ジ参 照 番 号(INVOO1)と メ ッセ ー ジ識 別 子 が

設 定 され る。 メ ッセ ー ジ識 別 子 は 、 「メ ッセ ー ジタイ プ(INVOIC)」 と メ ッセ ー

ジバ ー ジ ョ ン番 号("1")を 含 む 「メ ッセ ー ジ識 別 符 号 」 か ら成 る復 号 デ ー タ エ レ

メ ン トで あ る。

lBGM～VALl
デー タセ グメ ン トの集合である。 ここで は説 明を省 略す る。

lUNT+28+INVOO1'1
UNT(Messagetrailer:メ ッ セ ー ジ ト レ ー ラ ー)は 、 メ ッ セ ー ジ を 紹 介 し 、 メ ッ セ ー ジ

の完全性 を確認 す る。

一 デ ー タ エ レメ ン トと して 、 メ ッセ ー ジ参 照 番 号 とメ ッセ ー ジ内 の セ グ メ ン ト数 が

設定 され る。

文 例 で は 、 この メ ッセ ー ジ(INVOO1)が28個 の デ ー タセ グメ ン トか ら成 る こ と

を示 してい る。

lUNZ+1+REFOゴ}
UNZ(Interchangetrailer:交 換 トレー ラ ー)は 、 交 換 を 終 了 し、 交 換 の 完 全 性 を 確 認

す る。

一 デ ー タ エ レメ ン トと して
、 メ ッセ ー ジ参 照 番 号 とメ ッセ ー ジ内 の セ グ メ ン ト数 が

設定 され る。

文 例 で は、 この交 換(REFO1)は1個 の メ ッセ ー ジか ら成 る こ とを 示 して い る。
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年 月 日
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〔FAX〕:03-3432-9389〔TEL〕:03-3432-9386

発信者

貴社名 ご所属

ご芳名 ご連絡
先

電 話:()一 －

FAX:()一 一

ご住所

ご担当業務内容

貴社内管理番号 当セ ンター管理 番号Pedi－

内容区分 1.質 問2.要 望a意 見4.そ の他[]*該 当番号 を選択

ご質問等の内容 別紙 【有(枚 を添付)・ 無】
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